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の
中
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し
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。
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取
り
組
み
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の
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で
き
た
お
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で
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う

い
っ
た
被
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も
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ん
の
花
が
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。
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７
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の
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の
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が
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元
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、
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の
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で
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節
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々
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お
花
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と
の
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、伊
吹

山
の
魅
力
と
課
題
も
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っ
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ほ
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で
す
。
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た
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峰
伊
吹
山
の
会
の
活
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と
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て
、

山
頂
付
近
で
の
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護
柵
設
置
に
協
力
し
て
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の
で
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が
、こ
ち
ら
に
も
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属
柵
を
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置
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以
降
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目
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。

　
し
か
し
、ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
、広
く
緑

が
失
わ
れ
た
伊
吹
山
南
面
の
植
生
を
再
生
す

る
た
め
に
、計
画
的
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て

実
施
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
も

伊
吹
山
の
恵
み
を
感
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ウ
と
い
う
植
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再
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を
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る
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小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
苗
を
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て
て
も
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い
、大
き
く
な
っ
た
苗
を
伊
吹
山
に
移
植
す
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と
い
う
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

イ
ブ
キ
ジ
ャ
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ウ
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ウ
は
強
い
清
涼
感
の

あ
る
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り
が
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徴
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の
で
す
が
、ニ
ホ
ン
ジ
カ

は
そ
の
香
り
を
嫌
う
た
め
、食
害
に
あ
い
に

く
い
と
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う
こ
と
が
分
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ま
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。こ

の
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の
苗
を
子
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に
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思
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。

　

私
は
伊
吹
山
の
麓
で
生
ま
れ
て
、伊
吹
山

の
恵
み
を
受
け
て
育
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か

ら
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
も
、伊
吹

山
か
ら
の
恵
み
を
受
け
と
っ
て
も
ら
い
、伊
吹

山
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
、そ
し
て
こ
の
先

も
ず
っ
と
大
切
に
守
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

伊吹山の植生復元に長年携わっている、髙橋 滝治郎さんにお話を伺いました。 -Interview-

霊峰伊吹山の会・
ユウスゲと貴重植物を
守り育てる会　会長
たか  はし     たき    じ    ろう

①イブキジャコウソウの苗
②伊吹小学校でイブキジャコウ
ソウの苗ポットづくりの説明を
する髙橋さん
③苗ポットづくりは５月に開催さ
れた植生復元イベントでも実施
され、市民をはじめ多くの方が
この取り組みに参加している

３合目に咲くユウスゲの花

伊吹山再生に向けた取り組みを進めています
　昨年伊吹地先で発生した土砂災害については、地球温暖化などの影響による集中豪雨の増加
とともに、ニホンジカの急増によって山の植物を食べ尽くし、裸地が広がったことが要因の一つと
考えられています。こうした状況を改善し、かつての美しい伊吹山を取り戻すため、市では地元
団体や企業などと連携し、植生回復や土砂流出防止対策などの取り組みを進めています。

▲伊吹山テレビでも
紹介しています

【ニホンジカの捕獲強化】
　伊吹山麓から山頂にかけて、ニホンジカを捕獲するための大型囲いわなな
どを設置しているほか、銃猟を実施しています。令和６年度には目標捕獲数
300頭を大きく上回り、南側斜面における生息数も減少に転じているものと考
えられますが、山頂域では生息密度が高く、引き続き捕獲強化を進めています。

山頂に設置した大型囲いわな ５合目に設置したドロップネット

【南側斜面の崩壊防止と植生回復】
　土砂の流出を抑え植生回復を促す土のう筋工や、斜面を覆う事で侵食を防ぎ地面を安定させる伏工、ニホンジカの食
害を防ぐアーチ式獣害対策ネットなどにより植物を増やす取り組みを行っています。また、山腹を流れる水路が崩れない
よう、カゴ枠などを設置する取り組みを行っています。

土のう筋工施工時
（２０２３年１０月）

施工後１０カ月、ネット内の植生が回
復してきている様子が分かります。
（２０２５年７月）

アーチ式獣害対策ネット施工後
８カ月（２０２5年５月）

１年９カ月が経過し、施工部分に植
物が生い茂ってきています。
（２０２5年７月）

【山頂・３合目における植生保全】
　伊吹山の山頂と３合目付近では、地元団体や自然保護団体が貴重な植物を守る
ために活動されています。山頂では、2024年9月に西側全体を囲む金属柵が完成
し、お花畑の回復が進んできています。

山頂での柵設置作業 保護団体による３合目での
柵設置作業

地域住民や保護団体の熱心な活動によ
り復元している山頂西側のお花畑

髙橋 滝治郎さん

金属柵設置の効果により植生
が回復してきている山頂のル
リトラノオ群落
（２０２５年８月）

市 まち保全課　☎53-5175　　53-5179問 FAX

伊吹山におけるニホンジカ捕獲数
※令和５年度から5合目～山頂での捕獲を開始
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リトラノオ群落
（２０２５年８月）

市 まち保全課　☎53-5175　　53-5179問 FAX

伊吹山におけるニホンジカ捕獲数
※令和５年度から5合目～山頂での捕獲を開始

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

400

300

200

100

0

86
111

57

231

395

特集2

●③ ●② ●①

広報まいばら 2025.10　　④⑤　　広報まいばら 2025.10

https://www.youtube.com/watch?v=2hGf244calI&feature=youtu.be

	伊吹山再生に向けた取り組みを進めています



